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あけましておめでとうございます。 

昨年は新元号「令和」のもと各地でさまざまな催しがおこなわれ盛り上がりを見せましたが、自然災害や事件

も多く、平穏な年ではありませんでした。 

また、年明け早々には物騒なニュースも飛び込み、オリンピック年といえどもお祭り気分だけでは終わらない

年となりそうです。 

NPO サポート・しみずにとっても、清水市民活動センター第 4期指定管理の最終年度を迎え、次期に向けて

体制づくりをする重要な 1年です。 

みなさまの一層のご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 寄付付き商品で NPOと地元の企業をつなぐ「しみず元気プロジェクト」のリーフレットができました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 元気プロジェクトは 2016 年にスタートした「NPO への寄付つき商品」を推進する自主事業です。 

静岡県ではトヨタ自動車、静清信用金庫などが特定の商品の売り上げの一部をふじのくに未来財団に託し、指

定テーマに沿って応募してきた団体のなかから支援先を決定する、という「寄付つき商品」の事例がありますが、

企業とNPO を直接マッチングする仕組みは、県内では初の取り組みです。 

プロジェクトの認知度向上と企業・商店の紹介に活用を！ 

より多くの企業や NPOがその仕組みを活用し、買い物という日常の行為が市民の社会貢献活動となり、無理

のない寄付として循環していけば、地域の活性化につながります。ＮＰＯと企業がつながり、子ども食堂のバー

ベキューの材料を提供してもらうとか、他の企業を紹介していただいて、清水の地酒造りが始まるなど、顔の見

える関係が作られて、事業の協働にもつながっています。 

しかし、企業にその趣旨と目的を伝え、「寄付つき商品」によって支援する NPO を選定し、契約締結に至る

には、それなりの時間と労力が必要です。プロジェクト始動から 4 年、支援先の開拓・NPO の照会・契約とい

った仕事は 3人のプロジェクトメンバーが担ってきました。 

今後、事業をさらに広げていくために作成したリーフレットの配布や企業の紹介など、より多くのみなさまの

協力が必要です。ぜひ情報をお寄せください。     ※リーフレットは団体事務局に用意してあります。 
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しみず元気プロジェクト、リーフレット完成！ 



 

   

静岡県防犯まちづくり講座（中部地区）が開催されます。 

 ステップ総合研究所の清永奈穂先生のほか、同研究所の八手紘子先生が新たに講師として登壇されます。 

 定員まで若干の余裕がありますので、ぜひお申し込みください。 

  

 

                  

 

 

 

 

 

NPO の事務業務支援事業              富士市まちづくり活動推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県防犯まちづくり講座 参加者募集 

認定 NPO 法人フードバンクふじのくに冬のフードドライブ開催中 
食品提供のおねがい 
フードドライブも回を重ねるごとに回集拠点が増え、今回は県内 231 ヶ所で実施中です。 

静岡市として協力することになったことで、団体として取り組んでいたフードドライブも 

市民活動センター窓口で受け付けることが出来できるようになりました。 

しかし、センターでの回集量は回を重ねるごとに減ってきています。 

ご家庭内に、年末に買いすぎて余ってしまった食料や贈答品はありませんか？ 

会員の皆さん、ありましたら、ぜひご協力ください。 

回収ボックスは、清水市民活動センターに入口にあります。 

期間 1 月 4 日～1 月 31 日 

生鮮食品、アルコールを除き、賞味期限まで 1 カ月以上ある未開封品に限ります。 

 第 3 回 子ども・女性安全対策 

   犯罪被害は「隙間」で起こる 

 

日時 1 月 25 日(土)13:10～16:40 

講師 八手紘子先生 

 

 第 4 回 災害時の防犯 

   災害時の防犯を知る 

 

日時 2 月 15 日(土)13:10～16:40 

講師 清永奈穂先生 

 

その他の事業 

 テストケースとして、ひとつのNPO法人を対象に、

市民活動センターの業務ではできない個別支援事業

をおこなっています。 

 支援内容は、広報紙の作成や発送、報告書類、助成

金申請書の作成などで、取り交わした契約書に則り有

償でおこなっています。 

 「団体の主体性を損なわず人手の不足しているとこ

ろをサポートし、その活性化をはかる」のが目的です。 

所轄庁に提出しなければならない書類の確認や、会

員・支援者への情報発信など、しなければならないけ

れど時間がなくて滞りがちな業務を請け負っていま

す。 

団体からは、理事長の負担軽減につながったという

評価をいただいています 

 

 富士市まちづくり活動推進計画全面改定にあたり、

従来の計画の検証と、改訂作業のサポートと、市内

26地区個々の地域課題の解決につながる行動計画を

つくための支援、の 2業務を請け負っています。 

 地区ごとに構成メンバーや伝統、課題が異なるた

め、プロジェクトメンバーはひとつのテーブルについ

て十分話し合っていくため調整に奔走中です。 

木村理事 


